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オリンピックが終わって お盆に、そして KZOOM サロンが近づきましたが少しは凌ぎよくなって

きたのでしょうか。 異常な暑さだけでなく今夏は例年と違った多くのこと、パリ・オリンピック、

米大統領選にハリス氏が登場、近くは南海トラフ地震の前触れを思わせるような西と東の両端で強い

地震などがありました。 熱中症対策を言い訳に 閉じこもって無為に過ごしてきましたが、夏眠か

ら覚めようと相変わらずの偏見と 身辺些事を並べますので ご一読いただければ幸いです。 

  

PARIS  2024:： 開会前に SNCF へのテロが暗い影を投げかけたが、終わってみると フランスのパリ

を舞台にした知恵と力が結集された明るく楽しいお祭りだった。先の東京オリンピックは後に問題を

残したのと大違いである。柔道から始まったが、スケートボードやブレーキンなど オリンピックに

今昔の感。人並みに競技を堪能、メダルに悲喜こもごもはさることながら、私が注目したのは会場・

舞台の設えである。メインスタジアムのトラックとフィールドの爽やかな菫色の調和、黒っぽかった

エッフェル塔が明るい黄土色に化粧直しして競技の場に馴染んでいた。皮膚の色が違う選手が試合後

に抱き合って激しい格闘を労わり讃え合うあう場面がよかった。一方 ８/7 のニュースで、女性ボク

サーの性別が問われているが 、ジェンダーギャップ問題とは異質な人間社会の難しさを感じた。閉

会式で次回の米・ロサンジェルスへの繋ぎ方も見事だった。今後のオリンピックがメダルに拘らず楽

しい祭典になっていけばと思う。 

 

ハリスさんがデビュー： もしトラ を本気で心配していたが、杞憂になればよいのにと思う。今、

米大統領は世界の経済と治安に関わる大事な存在であるのにアメリカファーストではどうにもならな

い。ヒラリークリントンの華やかさ、メルケルさんの聡明さを引き合いにするのは適切でないが、オバマ氏以

来の名誉あるトップ政治家を期待している。それにしても我国の首相が 世界視野をそこそこに 米大統領（＝政

治）べったりになるのを考え直せばと思うが如何だろうか。 

 

都知事選を終えて： 意外なのは若い石丸伸二氏が一石を投じたことだ、彼の今後に注目したい。東

京都は大きすぎる、健全な地盤であればともかく 自然環境と社会の問題が山積している、一極集中

も全国的な課題である。 

先の拙稿で述べた神宮外苑再開発がどうなるのか、知事選の結果が答えと思ってもらいたくない。

皇居と並ぶ首都の貴重な緑である。「世界」7 月号の『神宮外苑再開発とスポーツ利権を問う』か



2024. 8.23    次回の KZOOM サロンを前に寄稿 

ら、政界・スポーツ界のボス M 氏が 2012 年に都の要職者と面談して聖域の風致地区に手をつけた経

緯を知ることができる。東京オリンピックに暗い影を残したのとも無縁ではない。 

 

身辺つれづれ： 熱中症を避けるために グラウンドゴルフが 7 月中頃から 8 月末まで休止になっ

た。月水金の午前中、８H を 2 ラウンド＋休憩後に 1 ラウンドの 2 時間ほどは適当な運動で生活の

リズムになっていたが、これがないと怠け癖がついてしまった。庭仕事や図書館通いなどやることは

一杯あっても、強い陽射しに怯えて引っ込み思案になる。酷暑をどう受け止めるか、気力次第が分か

っていても思うようにならない。 

・食いしん坊の食欲が落ちてきた、唾液の分泌が減っているに違いない。それをカバーするのはビー

ル、 6 缶パックを担いで帰り、冷たいグラスに注いでビヤホールまがいを楽しむ。６P チーズとこの

季節は冷えたプラムの口当たりがよい。夜更けには梅酒（リキュール alc 16%）をロックで。食べる

量が減ったので、体重が 1 割方減ったことも伝えておきたい。 

・偶々見た TV コマーシャルで 「COCOHIE」なるパーソナルクーラーに興味を持った。3 日後に図

書館で 1 週間分束ねた新聞からこの商品の 1 頁大広告を見つけて、蒸発熱による冷風原理がわかって

購入した。20 ㎝弱の立方体で 2 ㎏余り、手提げがついていて持ち運びが容易、扇風機で凌いできた 3

畳の書斎に好適である。 

・昨日午後、BS 1 で「杉原千畝/センポ」の映画を観て静かな感動を覚えた。子孫まで含めて 4 万人

のユダヤ難民の生命を救ったのだ。在外領事館の姿を垣間見ることもできて、力作だった。 

 

 長生きが嬉しいとか めでたいと思ったことがありません。やがて介護を受けるかも、経済的にも

社会に負担をかけることになり、高齢化問題の張本人であります。農家の高齢者が畑仕事に精出して

健康で暮らすのは喜ばしいですが、車椅子百歳老の誕生祝に市長が駆けつける写真を広報で見ると、

何が目出度いかと思います。 

私が生きがいを感じるのは、世の移ろいをノンフィクションで見物できること、21 世紀になって

も戦火が絶えず、無駄な軍備に費やす費用と環境破壊に憤りを覚えます。核の威嚇なんて、自滅を覚

悟で言ってるのかと。 

  

トップリーダーが虚心になって地球と人類社会を考えよというのは無理なことでしょうか。 

今 期待できるのは、アメリカと我国の政界が変わろうとしていることです、少しでも良くなれ

ばと。 

老爺の呟きでご無礼しました。                          

（おわり） 

 

＊写真は 8/22 朝  拙宅ベランダから撮影、本宮高倉山にかかる積乱雲（黒い破線は目前を横切る電線） 

  


